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（４）概略設計概要説明調査(和文仮訳) 

 

ニジェール共和国 

マラディ州・ザンデール州小学校教室建設計画 

概略設計概要説明調査 

協議議事録 

 

 

独立行政法人国際協力機構(以下「JICA」と記す)は「マラディ州・ザンデール州小学校

教室建設計画」(以下「プロジェクト」と記す)に関する概略設計調査団を2006年6月にニジ

ェール共和国(以下「ニジェール」と記す)へ派遣し、協議やサイト調査および日本におけ

る調査結果の技術的審査を経て、概略設計概要書(案)を作成した。 
 

JICAは、概略設計概要書(案)の内容をニジェールに説明し、またその内容に関する意見

を聴取するため、JICA無償資金協力部業務第二グループ教育・職業訓練チーム長の星野明

彦を総括する概略設計概要説明調査団(以下「調査団」と記す)を2006年10月12日から10月
22日までの予定で派遣した。 
 

協議の結果、双方は付属書に記述された主要事項を確認した。 
 

 

2006年10月20日、ニアメにて 
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概略設計調査団 
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日本国 
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次官代理 
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ニジェール共和国 
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附 属 書 

 

1． 概略設計概要書(案)の内容 

  ニジェール政府は本調査団が説明した概略設計概要書の内容に関して、基本的に合

意し、これを受け入れた。 

 

2． 優先整備校リスト 

  現地調査に基づく国内解析の結果策定された優先整備校リストは別添1のとおりで

ある。同リストは、本プロジェクトが日本国政府によって承認された後に実施される

詳細設計における全サイト調査によって再度見直されるものである。 

 

3． コミュニティ開発支援無償のスキーム 

  調査団は、コミュニティ開発支援無償のスキームについて再度ニジェール側に説明

した。ニジェール側は、同スキームについて理解し、かつニジェール政府が行うべき

事項に必要な措置を、実施スケジュールに応じて適切に行うことを約束した。 

 

4． 実施体制 

4-1 本計画の実施機関である基礎教育・識字省(調査・計画局(DEP)およびインフラ設備

局(DIES))は、調達代理機関である国際協カシステム(JICS)と協力して本計画を実施す

る。本計画におけるコンサルタントおよび施工業者の調達に関しては、別添2の日本

国政府の定めるコミュニティ開発支援無償(二国間)に係る調達手続き実施要領に基

づいて行うものとする。 
 

4-2 政府間協議会： 
双方は、本プロジェクトを円滑に実施するために、以下の構成メンバーにて政府間協

議会を設立する。 

－ニジェール側：基礎教育・識字省(MEBA)大臣あるいはその代理 

同省調査・計画局(DEP)、インフラ・設備局(DIES) 

－日 本 側 ：日本国大使あるいはその代理 

必要に応じて、JICAおよび調達代理機関の代表がここに参加することとする。 

 

4-3 本プロジェクトの実施体制は別添3のとおりである。 
 

5． 今後のスケジュール： 

  JlCAは本協議結果に基づいて最終報告書を完成させ、ニジェール政府に2007年1月
頃に送付する予定である。調査団は、双方で協議し合意した内容について、日本国政

府へ報告し、最終報告書へ反映させることを約束した。 

 

6． その他の協議事項 

6-1 ニジェール側の役割 
  基礎教育・識字省(調査・計画局(DEP)およびインフラ設備局(DIES))は、本件実施

にかかる各段階(建設工事、ソフトコンポーネント等)におけるモニタリングと監理の

ために必要となる費用を確保し、これを実施することとする。 
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6-2 ニジェール側が実施する主要負担事項 
  ニジェール側は、別添4に記載されたニジェール側が負担すべき事項と経費を準備

し、実施スケジュールに基づき確実に履行することを約束した。別添4に記載の同事

項が実施されない場合は、政府間協議に基づいて協力内容が変更される場合がある

ことをニジェール側は理解した。 
 

6-3 教員の確保 
  ニジェール側は本計画により新たに建設される教室に必要となる教員を配置する

ことを約束した。 
 

6-4 学校施設の運営維持管理 
  ニジェール側は、本計画により整備された学校の運営・維持管理に関する予算を

確保し、維持管理体制を確立することを約束した。 
 

6-5 安全対策 
  本プロジェクトを実施するうえで、ニジェール側はプ目ジェクト関係者に対する

十分な安全対策を適切に措置することを約束した。 
 

6-6 教室内の高さ 
  ニジェール側は、教室内の高さの最低値を、日本側の提案3.40mに対し、3.60mと

してほしい旨要請した。日本側はくこの高さを適用するためには、当初計画の教室

数(284教室)を減少せざるを得ないことを説明し、ニジェール側はこれを理解した。 
 

6-7 教室扉の位置 
  ニジェール側は、教室扉の位置を変更してほしい旨要請した。調査団は、日本で

の解析の結果をふまえて総合的に判断し、本変更の適用を検討することを回答した。 
 

6-8 柱スパンと構造強度 
  ニジェール側は、柱のスパンを3.92ｍから3.00ｍ間隔に変更してほしい旨要請した。 
 日本側は、現在提案している設計において構造の強度を保障していることを説明し

た。 
 

別 添 

1 優先整備校リスト(案) 

2 コミュニティ開発支援無償(二国間)に係る調達手続き実施要領 

3 本プロジェクトの実施体制 

4 ニジェール側主要負担事項 
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別添４ ニジェール側が実施する主要負担事項 

 

１） 建設工事開始に先立ち、計画地にある障害物の撤去および整地を行う。 

２） 必要に応じて、門扉などの外部工事を行う。 

３） 必要に応じて、給水設備の整備を行う。 

４） 建設終了までに、必要かつ充分な教員を配置する。 

５） 本計画によって整備する施設・機材に係る維持管理に必要な予算・人員を確保する。 

６） 日本国内の銀行における銀行口座の開設(B/A)の手数料を負担し、調達代理業務契約

締結(A/A)を行う。 

７） 輸入資材に対し、免税手続きを行う。 

８） 本計画に係る契約に基づき提供される役務、機材に対し、ニジェール国において課

せられる関税・国内税およびその他財政的な義務を免除する。 

９） 建設工事モニタリングに係りニジェール側で必要となる経費などを負担する。 

10） ソフトコンポーネントに係りニジェール側で必要となる経費などを負担する。 
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資料－５ 事業事前評価表（概略設計時） 

１．案件名 

ニジェール共和国マラディ州・ザンデール州小学校教室建設計画 

２．要請の背景(協力の必要性・位置づけ) 

（１）当該国への協力の必要性・妥当性 
ニジェール共和国（「二」国）は人間開発指数（UNDP）177 か国中 177 位（2005 年）

の世界最貧国の一つである。経済指数(0.35)、平均余命指数(0.35)に対し、教育指数(0.18)は
とりわけ低く、「二」国の開発における脆弱性は教育開発の遅れに象徴されるとも言える。

「二」国は教育を経済／社会開発政策の優先事項の一つとしているが、同国の教育セク

ター、特に初等教育は低就学率（52.4％：2004/05）、就学率の地域による不均衡（ﾆｱﾒ都市

区：約 100%、ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州：41.4％）、就学率の性別による不均衡（女子：42.8％、男子：61.9％）

等の問題を抱えている。 
このような問題を解決するため、「二」国は 1998 年に施行された｢教育基本法｣に基づい

て、関連ドナーとの協議のもとに｢教育開発 10 ヵ年計画（PDDE・2003-2013）｣を策定した。

PDDE では、初等教育に関しては①アクセス向上、②質の確保、③組織・制度改善を 3 大

目標として取組んでいる。 
特に、基礎教育分野については、①を通じて 2013 年には就学率を 91%まで向上させるこ

とを目標に教室建設・改修に取り組んでいる。また、「二」国政府も 2001 年以来、1,000
教室/年を目指した大統領特別プログラムを推進して教室建設に努めてきた。 

しかしながら、元来の教室数の少なさに加えて、急速な人口増加(3.2%)に伴って増え続

ける学齢児童数に、必要とされる教室整備が追ついていない状況である。 
現存教室の約 1/4 は地域住民の建設等による藁小屋教室等の仮設校舎で、恒久的な施設

への建替えが求められている。特に、今回の要請地域であるマラディ州とザンデール州は、

首都圏ニアメ特別区に次ぐ第 2・第 3 に多くの人ロを抱える州でありながらも就学率が低

く、また、建替えが必要とされる教室の割合が最も高い（ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州 1,937 教室、ﾏﾗﾃﾞｨ州

2,066 教室）地域である。 
本プロジェクトは｢教育開発 10 ヵ年計画｣の活動計画の中で、この中で、就学率の拡大の

具体的行動である 19,485 教室の建設と 6,701 教室の改修の一部を構成するものである。 
マラディ州・ザンデール州の小学校において、小学校の藁小屋教室の堅固な教室への建

替え(一部の学校での教室増設を含む)および便所を建設することにより、適切な学校運営を

可能なものとし、衛生的な学習環境の向上を目指す。 
上位目標は「マラディ州およびザンデール州において、初等教育の教育環境が改善され

る」ことであり、プロジェクト目標は「対象校における教育環境が改善される」ことであ

る。 

３．プロジェクト全体計画概要 

(１) プロジェクト全体計画の目標(裨益対象の範囲および規模) 
 プロジェクト目標はマラディ州およびザンデール州の計画対象校 79 校（ﾏﾗﾃﾞｨ州：

66 校、ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州：33 校）において初等教育の学習環境が改善されることであり、直

接裨益対象は両州の対象校の生徒約 21,300 人（2009 年）である。 
(２) プロジェクト全体計画の成果 

 対象校 79 校に学校施設等が整備され、マラディ州およびザンデール州の対象学校の

学習環境改善に資する。 
(３) プロジェクト全体計画の主要活動 

①対象校において堅固な教室及び便所が建設され、教室家具が整備される。 
②協力対象校において学校運営委員会が活性化される。 
③対象校において教職員が配置され、学校施設等の効果的な運用が行われる。 
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(４) 投入(インプット) 
１) 日本側（=本案件）：無償資金協力10.18億円 
２)「ニ」国側 

①必要な教職員の配置 
②本無償資金協力案件対象施設の維持管理経費：約3.4百万円／年 

(５) 実施体制 
主官官庁及び実施機関：基礎教育・識字省（調査・計画局およびインフラ・整備局）

４．無償資金協力案件の内容 

(１) サイト 
 ニジェール国マラディ州の 7 県およびザンデール州の 6 県の小学校 79 校 

(２) 概 要 
① マラディ州およびザンデール州の対象校79校における284教室および便所(277便

房)の建設、教室家具の調達 
② マラディ州における施設の維持管理に係る技術指導 

(３) 相手国負担事項 
① 案件の実施にあたって、施設の建設に必要な土地を確保すること。 
② その他、状況に応じて、日本の調査によって必要と認められた場合には、用地

の整地、および用地までの配電、給水、排水、その他の付随的な施設の整備、

工事等を行うこと。 
(４) 概略事業費 

 概略事業費 10.194 億円（無償資金協力 10.18 億円、ﾆｼﾞｪｰﾙ国側負担 0.014 億円） 
(５) 工 期 
  現地調査・詳細設計、入札期間を含め約 29 ヶ月（予定） 
(６) 貧困、ジェンダー、環境および社会面の配慮 
  特に、なし。 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標達成に関して） 

「ニ」国内の政情・治安が悪化しない。 

６．過去の類似案件からの教訓 

類似案件なし。 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(１) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 
項目 2007年(実施前) 2009年(実施後) 

対象校における受入可能生徒数 9,800人 24,000人 

対象校における便房数 160便房 437便房 

(２) その他の成果指標 
 なし 

(３) 評価のタイミング 
 事業終了時（2009 年）以降（協力対象施設竣工後） 
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資料－６ ソフトコンポーネント計画書 

 

ソフトコンポーネント計画書 
 
（１）ソフトコンポーネントを計画する背景 

１） 背景 

「ニ」国の教育省省令（2003 年 5 月）により、学校運営委員会（COGES）には「学

校を建設する場合の、土地の鑑定に参加する権限」、「学校施設の建設作業の監視をす

る権限」、および「学校施設の使用にかかる予防的な処置（維持管理）を保証する役割」

の大きく 3 つの権限と役割が与えられている。 

しかしながら、学校施設の維持管理に対する COGES 支援のための政府の予算措置、

あるいは具体的な方策は全く進んでおらず、父母たちは毎年の藁葺き校舎の建設や学

用品の購入等の負担にも追われる中、さらに維持管理の責任まで担わざるを得ない状

況に置かれている。 

また、現在 COGES 支援を行うドナーには日本を始め世銀、UNICEF、EU、AFD（ﾌ

ﾗﾝｽ）などがあるが、日本がタウア州およびザンデール州の一部で実施する技術協力プ

ロジェクト「みんなの学校ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」以外は、COGES が自主的・自立的に活動するこ

とを目的とした組織強化のためのプログラムは含まれていない。 

その一方で、今回の新方式（ｺﾐｭﾆﾃｨ開発支援無償）で建設される施設は、低コスト

化による大幅な建設教室数の増加は見込めるが、従来方式よりも建設後の維持管理に

かかるコストが増加することが予想される。このため、学校施設の運営・維持管理に

かかる負荷を貧困住民のみに負わさない行政・住民を一体化させたシステム作りが不

可欠である。 

また、維持管理費を住民より集金することのみに焦点を当てるのではなく、学校施

設を適切かつ丁寧に使用することで修理費を最小限に抑える“予防的な維持管理（ﾌﾟ

ﾘﾍﾞﾝﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ）”にかかる意識を高めるような工夫が必要である。 

この他、現地調査では過去に日本が建設したトイレが十分に活用されていない事例

が散見された。今回の対象地域にはトイレが全くない村落部も含まれていることから、

親から子どもへの衛生指導は難しい状況にある。このため、啓発活動を通じて生徒た

ちに直接指導していくことも重要である。 

２） 学校施設の維持管理と施設の適切な利用にかかる課題の整理 

以下に、学校施設の維持管理と施設の適切な利用にかかる課題を 6 点示す。 

課題１ 学校施設の維持管理に関する責任と権利は住民に委譲されたが、住民に対する行政側の支

援体制の構築や具体的な支援策の提示は行われていない 

 地方分権化の流れを受け、学校施設の維持管理に関する責任と権利は地域住民に委譲された。本

来であれば引き続き住民に対する行政側の維持管理支援策が明確にされるべきであるが、実際には

行政側の維持管理体制は不明確なままである。このままでは、行政が行うべき住民支援が行われず、

学校施設の維持管理が住民のみの負担となり、持続的な住民参加が困難となる可能性がある。 
→ 地方行政組織との連携を図るとともに、維持管理（特に、大規模な修理）にかかる役割分担を

明確にすることで地域住民のみに負担をかけることのない仕組みづくりが必要である。 
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課題２ 工事段階のソフトとハードの連携は法令に規定されているが、具体的な取り組みは行われ

ていない 

 他ドナーや NGO による学校建設案件の経験によると、ハード（建設）部門のﾌﾟﾛｾｽにおいても地

域住民の役割を明確化し、適宜住民の巻き込みを図る方がより維持管理にかかる成果が得られると

いう結果が出ているものの、これらの取り組みは普及していない。 
→ 建設部分の工程において、住民の役割（特に、COGES の監督等の権限等）を明確化し、建設

業者に対しても同様に説明する必要がある。同時に、建設工事の過程や施設の仕組みについて住民

に理解されるような取り組みが必要である。 

課題３ 対象 2 州のうち、マラディ州では COGES 政策の進捗が遅れており維持管理体制確立のた

めの受け皿となる 

 ザンデール州については、技プロ「みんなの学校」の成果によって機能する COGES が設置され

つつあり、今後も拡大していく予定であるが、マラディ州については COGES 政策の進捗が遅れて

おり、機能する COGES は殆ど存在しない。また、COGES 担当官の能力も低く、COGES の役割に

対する正確な理解も不足している。 
→ COGES 政策が遅れているマラディ州において COGES 設置に対する支援から指導を行う必要

がある。 

課題４ 住民は、COGES が学校施設の維持管理に対する責任と権利を有していることを正しく認

識しておらず、また COGES が行うべき活動としても重視していない 

 建設された学校施設の維持管理を担うべき COGES は、COGES 政策の進展とともに、今後も強化

されていく方向にある。しかしながら、住民は COGES に維持管理に係る責任や役割が課せられて

ことを正確に理解していない。また、COGES は学校施設の維持管理のみを目的とした組織ではな

いため、維持管理に対する活動に住民の関心が向けられていない。 
→ 建設された学校施設が COGES および地域住民によって持続的に維持管理されるよう適切な啓

発活動などが必要である。 

課題５ トイレを使用することが習慣化されていない 

 学校のトイレの使用が生徒達に正しく習慣化されていない。本対象地域ではトイレの絶対数が極

めて少ないことからも、使用習慣ならびに管理方法に関する基本的な情報が不足している。 
→ 既存のマニュアルなどを活用し、学校関係者だけでなく、父母および地域全体にも正しい理解

と継続的な支援が必要である。 

課題６ 新方式で建設される施設は、従来方式よりも維持管理コストが増加する可能性がある 

 新方式で建設される施設は、建設教室数が多くなるメリットがある一方で、設計・仕様を現地水

準と同様にしたことから従来以上に継続的な維持管理が必要になることが予想される。このため、

学校施設の運営・維持管理にかかる負荷が、従来方式よりも住民に多くかかることが予想される。

→ 維持管理にかかる住民負担費を少しでも軽減できるよう、住民の組織強化だけでなく、施設を

丁寧に使用することや、破損などが軽微なうちに修理を行うことなどで、維持管理費そのものを抑

制するような工夫を住民に提示していく必要がある。 

３） ソフトコンポーネントの必要性に対する判断と対象範囲 

建設された学校施設を住民が維持管理するための組織（COGES）は存在するものの、

COGES による学校施設の維持管理については、具体的な基本方針・方法および行政と

の役割分担などについて明確な提示がされていない。他ドナーにおいても COGES 政

策との整合性を取りつつ、独自の手法を模索している状況である。 

このため、本件協力による建設施設についても、引き渡し後は、修繕費の負担など、

維持管理が住民に過度な負担となる可能性が懸念され、住民自身だけで自主的に維持

管理を行っていくことは困難と判断される。 

また、学校施設の衛生環境の維持にはトイレの併設が不可欠であるが、トイレ習慣

のない地域への導入であるため、児童はトイレの使用方法に関する知識がなく、適切

な指導がなければトイレが使用されない可能性が高い。 
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以上のことから、「建設された学校施設が持続的に維持管理されること」、および「併

設する便所が子どもたちによって適切に利用されること」を目的とした、維持管理と

衛生教育のための COGES の能力強化のためのソフトコンポーネントの導入が不可欠

である 

なお、ソフトコンポーネントによる協力範囲はマラデイ州のみとし、ザンデール州

は対象に含めないこととする。ザンデール州では、JICA の技術協力プロジェクト「み

んなの学校プロジェクト」が活動を行っており、今後も COGES の組織強化にかかる

活動規模を同州で広げていくことが期待されるためである。ただし、技プロおよびソ

フトコンポーネント関係者との間で定期的な意見交換を行い、双方のグットプラクテ

ィスを共有していくことが望ましいため、連携を目指した活動を計画する。 

４） ソフトコンポーネント計画を展開するうえでの留意点 

ソフトコンポーネントによる協力の目的は、学校施設の維持管理および施設の適切

な使用を「ニ」国自身の自助努力により持続的に行っていくための道筋を示すことに

ある。このため、ソフトコンポーネントの実施期間中は NGO を通じた質の高い技術

支援を提供し、特に住民への啓発活動および地方行政官との連携活動に力を入れるこ

ととする。また、ソフトコンポーネント活動の終了後に住民がスムーズに自立した活

動へと結び付けられるよう、各活動時に策定する啓発教材やモジュール類については、

住民自身が理解し易く、かつ簡易に利用できるものとし、活動の継続性を最優先に考

えることとする。さらに、事業完了時に継続すべき活動を示すものとして策定される

活動ガイドラインは、この内容が住民および地方行政官に正しく認識されるよう十分

に留意することとする。 
 
（２）ソフトコンポーネントの目標 

  ソフトコンポーネントの目標を、下記のとおりに定める。また、目標、成果、および課

題の関係を示した目標体系図を図－1 に示す。 

１） ソフトコンポーネント終了時の目標 

① マラディ州において建設された学校施設の維持管理が持続的に実施されるよ

う、学校施設の維持管理体制を改善する。 

② マラディ州の学校に併設されたトイレが生徒達によって適切に利用されるよ

う、衛生指導を実施するための体制を整備する。 

２） ソフトコンポーネント終了後に達成が期待される目標 

① COGES を中心とする地域住民と地方行政との協力を通じ、マラディ州に建設

された学校施設が持続的に維持管理される。 

② 地域住民の協力のもとで、マラディ州の学校に併設されたトイレを生徒達が

衛生的に利用する。 
 

（３）ソフトコンポーネントの成果 

  ソフトコンポーネントの成果を下記のとおりに定める。 
成果１ ： マラディ州の地方行政組織（州教育局、県視学官事務所および市役所）

と住民との間において、学校施設の維持管理に対する役割分担と連絡体

制が確立される。 
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成果２ ： マラディ州の対象校において、COGES が学校施設の維持管理の重要性を

認識し、COGES 主体による活動計画の策定と、活動実施が行われる。 
成果３ ： マラディ州の対象校において、トイレの使用と管理にかかる啓発活動が

住民および生徒主体により行われ、実践される。 
成果４ ： ソフコン事業終了後に活動を継続するための活動ガイドラインが策定さ

れる。 

  目標、成果、および課題の関係を示した目標体系図を、次に示す。 

終了後に期待される達成目標１

COGESを中心とする地域住民と地方行政との協

力を通じ、ﾏﾗﾃﾞｨ州に建設された学校施設が持続

的に維持管理される。

課題１

学校施設の維持管理に関する責任

と権利は住民に委譲されたが、住民

に対する行政側の支援体制の構築

や具体的な支援策の提示は行われ

ていない。

成果１

ﾏﾗﾃﾞｨ州の地方行政組織（州教育局、

県視学官事務所および市役所）と建

設関係者（調達代理機関、設計ｺﾝｻﾙ

ﾀﾝﾄ、建設業者）との間において、学校

施設の維持管理に対する役割分担が

確立される。

成果２

ﾏﾗﾃﾞｨ州の対象校において、COGES
が学校施設の維持管理の重要性を

認識し、COGES主体による活動計画

の策定と、活動実施が行われる。

成果３

ﾏﾗﾃﾞｨ州の対象州において、

トイレの使用と管理にかかる

啓発活動が住民および生徒

主体により行われ、実践され

る。

終了後に期待される達成目標２

地域住民の協力のもとで、ﾏﾗﾃﾞｨ州の学校に併設

されたトイレを生徒達が衛生的に利用する。

成果４  ソフコン事業終了後に活動を継続するための活動ガイドラインが策定される。

終了時の目標１

マラディ州において建設された学校施設の維持管

理が持続的に実施されるよう、学校施設の維持管

理体制を改善する。

終了時の目標２

マラディ州の学校に併設されたトイレが生徒達に

よって適切に利用されるよう、衛生指導を実施する

ための体制を整備する。

課題４

住民は、COGESが学校施設の維

持管理に対する責任と権利を有し

ていることを正しく認識しておらず、

またCOGESが行うべき活動として

も重視していない。

課題２

工事段階のソフトとハードの連携は

法令でに規定されているが、具体的

な取り組みは行われていない。

課題３

対象２州のうち、ﾏﾗﾃﾞｨ州では

COGES政策の進捗が遅れており

COGESが十分に機能していない。

課題６

新方式の建設施設は従来よりも維

持管理コストが増加する可能性が

ある。

課題５

トイレを使用することが習

慣化されていない。

 

図-1 ソフトコンポーネントの目標体系図 

 
（４）成果達成度の確認方法 

  上記のソフトコンポーネントの成果 1～4 を確認する方法および指標を、以下に示す。 

成果１： マラディ州の地方行政組織（州教育局、県視学官事務所および市役所）と建設関係者（調

達代理機関、設計コンサルタント、建設業者）との間において、学校施設の維持管理に対

する役割分担と連絡体制が確立される。 

指標： 
・ 行政側の学校施設の維持管理に対する現状が

明らかになったか。 
・ 学校施設の維持管理に対する連絡体制が構築

されたか。 
・ 建設業者に対する啓発教材が作成され、説明会

が実施されたか。 

確認方法 
・ 維持管理に対する「現状把握調査」結果報

告書 
・ 各学校のベースライン調査結果 
・ 学校施設の維持管理にかかる連絡体制一覧

表 
・ 建設業者向け啓発教材 
・ 建設業者向け説明会出席者リスト 
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成果２： マラディ州の対象校において、COGES が学校施設の維持管理の重要性を認識し、COGES
主体による活動計画の策定と、活動実施が行われる。 

指標： 
・ COGES 担当官 7 名に対する研修が実施された

か。 
・ 対象校の校長に対する研修が実施されたか。 
・ 対象校の住民が COGES を再組織し、代表担当

者を選出したか。 
・ COGES 維持管理担当に対する研修が実施され

たか。 
・ COGES が施設の維持管理を含めた学校活動計

画を策定したか。 
・ 建設工事前と後に COGES、行政、業者の間で

協定書が締結されたか。 
・ COGES により工事プロセスのモニタリングが

実施されたか。 

確認方法 
・ COGES 担当官向け研修の出席者リスト 
・ 校長向け研修の出席者ﾘｽﾄ 
・ COGES 代表者および維持管理担当者向け研

修の出席者リスト 
・ 維持管理研修用の啓発教材 
・ 各学校の COGES メンバーリスト 
・ 各学校の学校活動計画 
・ 各学校の協定書 
・ 各学校のモニタリングシート 

成果３： マラディ州の対象校において、トイレの使用と管理にかかる啓発活動が住民および生徒主

体により行われ、実践される。 

指標： 
・ COGES 学校衛生担当に対する研修が実施され

たか。 
・ COGES がトイレの適切な使用にかかる活動を

含めた学校活動計画を策定したか。 
・ 児童が学校衛生クラブを結成したか。 

確認方法 
・ COGES 学校衛生担当向け研修の出席者ﾘｽﾄ 
・ 学校衛生研修用の啓発教材 
・ 各学校の学校活動計画 
・ 各学校の学校衛生クラブの結成リスト 

成果４： ソフコン事業終了後に活動を継続するための活動ガイドラインが策定される 

指標： 
・ COGES 担当官により各学校の評価が実施され

たか。 
・ 活動ガイドラインが策定されたか。 

確認方法 
・ 評価結果報告書 
・ 活動ガイドライン 

  なお、成果達成のための基本方針は、以下のとおりである。 
① 学校建設に関るすべてのステークホルダーが、ソフトコンポーネント計画の内

容と意義を正しく理解し、共通認識されることを目指す。特に、ハード部門と

ソフト部門との連携には留意する。 
② 無償資金協力による施設建設に係るソフトコンポーネントの性質から判断し、

地方行政官（県 COGES 担当官など）のキャパシティ向上にかかる直接的な活動

は最小限に留める一方で、各学校レベルへの実施期間中の支援は可能な限り手

厚い形で実施する。その際、県 COGES 担当官を活動に同行させ、活動に対する

理解力と実行力が高め、深められるよう十分に配慮する。また、様々な活動が

住民の理解なく実施されることのないよう配慮しながら、住民の主体性を引き

出せるようなアプローチを模索する。 
③ 維持管理活動のみならず、衛生活動については学校関係者に加え、地域全体の

協力と理解を得ることにも配慮する。また、啓発教材については、日本および

他ドナーが作成したものを有効に活用する。 
④ 実施期間中は現地 NGO を最大限に活用し、各学校に対する啓発活動の質やフォ

ローアップの回数に差が出ないよう配慮する。 
⑤ COGES の再組織化については、我が国による協力の一貫性を保つために、技術

協力プロジェクト通称“みんなの学校プロジェクト”で開発されたミニマムパ

ッケージを参考とするが、同パッケージの内容をすべて実施するのではなく、

本計画に必要とされる部分を一部活用するに留める。特に、学校活動計画の作

成、および県 COGES 担当官への研修やモニタリングシステムの構築については

本計画の投入に合わせた形で実施する。 
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（５）ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

１） 各成果に対する活動内容 

成果１：学校施設の維持管理に対する役割分担と連絡体制の確立 
実施主体 

活動内容 

ソフコン

管理者

本邦・

現地 
（JICS）

NGO 
州・県

COGES
担当官 

COGES
地域住民

先生・

生徒 

1-1 ソフトコンポーネント委員会の設立 
① マラディ州ソフトコンポーネント委員会の設立 

（参加者：教育省 COGES 推進室州教育局、県視学官事務所、

JICS、NGO、） 

○ ◎ ○ 
 

1-2 学校維持管理にかかる連絡体制と責任体制の構築 
① マラディ州の維持管理体制の現状把握（4 日間）および 

各学校のベースライン調査（10 日間）を実施する。 
○ ◎  

 

② マラディ州の維持管理体制の構築 
（構成メンバー：JICS、地方行政組織（州教育局、県視学官事

務所および市役所）、および住民 
○ ◎ ○ ○ 

③ COGES との連携にかかる建設業者向け説明資料を作成する。

（2 日間）（第 2 年次は、必要に応じて改定作業を行う） ○ ◎  
 

④ 建設関係者に対するソフトコンポーネント計画の説明と建設

工事における COGES の役割にかかる説明 ○ ◎  
 

成果２：全対象校における学校施設の維持管理活動の導入と活動の実践 
2-1 マラディ州における COGES の設置 (技ﾌﾟﾛのﾐﾆﾏﾑﾊﾟｯｹｰｼﾞﾓﾃﾞﾙを一部活用) 
① マラディ州県視学官事務所 COGES 担当官に対する研修を行

う。（2 日間、講師は NGO） ○ ◎  
 

② マラディ州各学校の校長に対する研修を行う。 
（県単位で 1 日間実施、講師は COGES 担当官および NGO） 

○ ◎ ○ 
 

③ マラディ州各学校において民主的な選挙を通じて COGES を再

組織する。また、代表 3 名、維持管理担当 2 名、学校衛生担当

2 名を選出する。 
○ ◎ ○ ○ 

④ 各学校の再組織化のための支援を行う。（住民主体によって実

施される選挙方法の再確認、維持管理担当、学校衛生担当の役

割が正しく住民間に伝えられているかなどの確認） 
○ ◎ ○ 

 

⑤ マラディ州各学校の COGES 代表 3 名に対する学校活動計画策

定のための研修を行う。（各学校において実施、研修期間は２

日間、講師は COGES 担当官および NGO） 
○ ◎ ○ ○ 

⑥ 各学校において学校活動計画の策定を行う。  ◎ ○ ○ 
⑦ 各学校の学校活動計画の策定支援を行う。 ○ ◎ ○  
2-2 施設維持管理研修の実施 
① 維持管理研修にかかる準備、および啓発教材とガイドライン

（住民向け）を作成する。（10 日間） 
（第 2 年次は、必要に応じて改定作業を行う） 

○ ◎  
 

② マラディ州対象校における学校維持管理活動の策定、および

COGES による工事のモニタリング機能強化のための研修を行

う。（各学校において実施、研修期間は 2 日間） 
○ ◎ ○ ○ 

③ 工事開始時に工事プロセスのモニタリングと引渡しまでの

COGES の準備活動を確認するための協定書の締結を行う。 
（協定書への署名：COGES、業者、行政、NGO、JICS） 

○ ◎ ○ ○ 

④ 施設の引渡し時に維持管理の実施や教室やトレイ用の水確保

を約束するため協定書の締結（協定書への署名：COGES、行

政、NGO、JICS） 
○ ◎ ○  

⑤ 各学校の維持管理活動の支援を行う。 ○ ◎ ○  
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成果３：全対象校におけるﾄｲﾚの使用と管理にかかる啓発活動の実施と実践 
実施主体 

活動内容 

ソフコン

管理者

本邦・

現地 
(JICS)

NGO 
州・県

COGES
担当官 

COGES
地域住民

先生・

生徒 

3-1 学校衛生教育研修の実施 
① 学校衛生教育にかかる啓発教材とガイドライン（住民・教員向

け、および生徒向け）を作成する。（10 日間） 
（第 2 年次は、必要に応じて改定作業を行う） 

○ ◎   

② マラディ州対象校における学校衛生教育（主としてﾄｲﾚ指導の

啓発方法）のための研修 
（各学校において実施、研修期間は 1 日間） 

○ ◎ ○ ○ 

③ 各学校において学校衛生活動が開始される。 
（生徒たちによる学校衛生ｸﾗﾌﾞの結成、住民間の啓発活動の実

施など） 
○ ◎ ○ ○ 

④ 各学校の学校衛生活動の支援を行う。  ◎ ○  

成果４：成果２と成果３の活動促進のための活動フォローアップとモニタリング活動 
4-1 各活動のフォローアップ 
① 各学校の学校活動計画の策定支援を行う（項目 2-1 の⑦）。 

（各学校の学校活動計画の策定支援、1 校／回） 
○ ◎ ○ 

 

② 各学校の維持管理活動の支援を行う（項目 2-2 の⑤）。 
（各学校の維持管理活動の支援、1 校／回） 

○ ◎ ○ 
 

③ 各学校の学校衛生活動の支援を行う（項目 3-1 の④）。 
（各学校の学校衛生活動の支援、1 校／回） 

○ ◎ ○ 
 

4-2 行政官主導によるモニタリング 
① 県 COGES 担当がモニタリングを目的として、各学校を巡回す

る。（4 校／月） 
 ○ ◎ 

 

成果５：活動に対する評価と活動ガイドラインの策定 
5-1 評価および活動ガイドライン策定 
① 評価の質問表を作成する。 ○ ◎   
② 県 COGES 担当が最終評価調査を実施する。 ○ ◎ ○  
③ 評価分析作業を行う。 ○ ◎   
④ 活動ガイドラインの策定する。 

（ただし、第 2 年次はｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの改定作業を行う） 
○ ◎  

 

注）◎：実施責任者、○：実施支援者 

 

２） ソフトコンポーネントの実施体制 

ソフトコンポーネントの実施については、類似経験が豊富な現地 NGO を選定し、委

託することが望ましい。ただし、過去にニジェールにおいて実施してきたソフトコン

ポーネント案件からの経験、地方行政組織と現地 NGO の実施能力、およびサイトの地

理的・社会経済条件等を総合的に判断した場合、ソフトコンポーネント事業を専属的

に管理し、かつ現地 NGO を適切に指導できる本邦人材の投入が必要と判断される。特

に、｢ソフトコンポーネント委員会｣の設置、建設関係者への説明会、および各研修の

啓発教材の作成などは現地 NGO の責任範囲と能力範囲を超えており、限られた期間内

で成果を確実に出していくためには、適切なタイミングで専門性を備えた本邦人材を

投入していくことが不可欠である。 
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また、今回のソフトコンポーネント計画では、ソフトコンポーネント事業終了後も

各学校の住民が持続的な努力を続けられるかにかかっている。このため、ソフトコン

ポーネント事業の実施期間中は少しでも質の高い研修やフォローアップ活動の提供が

不可欠である。このため、本邦人材が投入されていない期間は、現地 NGO を第三者的

な立場で管理する人材を必要最低限投入する。下図にソフトコンポーネントを実施す

る場合の体制を示す。 

　調達代理機関（ＪＩＣＳ）

総括
ソフコン管理責任者

現地ＮＧＯ

ソフコン管理補助員

ＮＧＯサブコーディネーター（各活動時）

マラディ州教育局
州ＣＯＧＥＳ担当（F/P）

各県ＣＯＧＥＳ  担当（O/R）

定期報告
ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

委員会設立
各種活動にかかる教

材､ﾞｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定

定期報告

定期報告

各種協力活動

研修支援

各種研修実施

各種研修支援

巡回指導

定

期

報

告

情報共有

ＮＧＯコーディネーター（マラディ常駐）

　マラディ州学校建設対象校の関係住民

最終評価

オブザーバー

・技プロ「みんなの学
校」（タウア、ザンデー
ル）

・教育省COGES推進
室(ニアメ)

・保健省学校保健課
（ニアメ、マラディ州）

・市役所（施設の維持
管理担当者）

・現地設計コンサルタ
ント（D/Dおよび施工
監理）

・建設業者
（本件の落札業者）

アドバイス

定期交流

定

期

報

告

情報共有

第１期：３３校、第２期：３４校

O/R O/R O/R O/R

O/R O/R O/R

ＣＯＧＥＳ
・代　表（3名）

・維持管理担当
・学校衛生担当

学　　　校
・学校長
・教　員

・生　徒（学校衛生クラブ）

地域住民

ソフトコンポーネント
委員会

 

図-2 ソフトコンポーネントの実施体制 

 

３） 各ステークホルダーの役割 

上記のソフトコンポーネントの実施体制を構成する各ステークホルダーの役割を以

下に示す。 

 
◎：学校施設の維持管理にかかる連絡委員会のメンバー ●：ソフトコンポーネント委員会のメンバー 

実施体制 主な役割 

１．調達代理機関（JICS） 
◎ ● 1-1 ソフトコンポーネント管理責任者（本

邦） 
・ 現地 NGO の選定から契約までにかかる支援

業務 
・ ソフトコンポーネント事業の運営体制の確立

・ 現地 NGO に対するソフトコンポーネント事

業に対する説明と技術指導 
・ 現地 NGO の活動状況の進捗管理と技術管理

・ 啓発教材やモジュールなどの作成にかかる監

修 
◎ ● 1-2 ソフトコンポーネント管理補助員（現

地） 
・ 本邦ソフコン管理員が不在の間、第三者的な

立場において現地 NGO を管理、指導 
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（求められる能力） 
・ 類似案件に参加した経験（8 年以上） 
・ 責任者としてプロジェクトの運営および

調整業務を行った経験 
・ 資金管理にかかる業務を主導的な立場で

行った経験 
・ 類似業務における教材作成に携わった経

験 
・ 住民への啓発活動を行った経験 
・ 行政官を対象とした研修講師を行った経

験 

・ 本邦ソフコン管理員への定期報告 
・ 現地 NGO の活動成果に対する品質チェック

・ 研修実施時の補助業務 

２．現地 NGO 
◎ 

● 
2-1 NGO コーディネーター（ﾏﾗﾃﾞｨ常駐）

（求められる能力） 
・ 類似案件に参加した経験（2 年以上） 
・ プロジェクト全体において調整業務を行

った経験 
・ 資金管理および資金管理計画を行った経

験 
・ 教材作成に携わった経験 
・ 住民への啓発活動を行った経験 
・ 行政官を対象とした研修講師を行った経

験 

・ 活動資金の管理 
・ ソフコン計画書に基づいた活動詳細計画の策

定 
・ 活動全体のコーディネーション 
・ ソフコン委員会の立上げと運営管理 
・ 維持管理の現状把握と各学校のベースライン

調査の実施 
・ 各活動の実施責任と結果報告 
・ 啓発教材やモジュールなどの作成 
・ 地方行政官への技術指導と支援 
・ 住民への直接的な指導と支援 
・ ソフコン管理員および管理補助員への定期報

告 
 2-2 NGO アニメーター（各活動時） 

（求められる能力） 
・ 類似案件に参加した経験（5 年以上） 
・ 高い専門技術（教材作成、研修講師、啓

発活動など）を有し、所属する組織にお

いて指導的な立場をにあるもの 
・ 住民への直接的な啓発活動を行った経験

・ 行政官を対象とした研修講師を行った経

験 

・ 専門的な技術による各活動の実施 
 （教材作成、研修講師、啓発活動など） 
・ 研修実施時の講師 
・ 地方行政官への技術指導と支援 
・ 住民への直接的な指導と支援 
・ コーディネーターへのアドバイス 
・ コーディネーターに対する活動時の報告 

３．マラディ州教育局 
◎ ● 3-1 州 COGES 担当（ﾌｫｰｶﾙﾎﾟｲﾝﾄ） ・ ソフトコンポーネント委員会への参加 

・ 研修への参加 
・ 県 COGES 担当官への指導 
・ 各活動のモニタリング 
・ NGO への報告 

◎ ● 3-2 県 COGES 担当官（O/R） ・ 研修への参加 
・ NGO との共同作業 
・ 住民に対する研修講師 
・ 各学校のモニタリング 
・ NGO への定期報告 

４．住民と学校 
 4-1 学校長 ・ 研修への参加 

・ COGES に対する指導と支援 
・ 生徒（学校衛生ｸﾗﾌﾞ）に対する指導と支援 

 4-2 COGES 代表 3 名 ・ 研修への参加 
・ 住民への説明と住民間の啓発活動の実施 
・ 学校活動計画の策定と報告 

◎ 4-3 COGES 維持管理担当 ・ 研修への参加 
・ 具体的な維持管理活動の提示と報告 
・ 住民への説明と住民間の啓発活動の実施 

◎ 4-4 COGES 学校衛生担当 ・ 研修への参加 
・ 具体的な学校衛生活動の提示と報告 
・ 住民への説明と住民間の啓発活動の実施 

 4-5 生徒（学校衛生ｸﾗﾌﾞ） ・ 学校衛生クラブの結成 
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・ 活動計画の策定 
・ 生徒間の啓発活動の実施 
・ 指導教官への報告 

５．オブザーバー 
 5-1 技術プロジェクト「みんなの学校」 

（ﾀｳｱ、ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ） 
・ ソフコン管理者および NGO へのアドバイス

・ ミニマムパッケージにかかるモジュールの提

示 
・ ソフコンとの定期交流 

◎ ● 5-2 教育省 COGES 推進室(ﾆｱﾒ) ・ ソフトコンポーネント委員会への参加 
・ 施設の維持管理体制の構築にかかるアドバイ

ス 
・ ｿﾌｺﾝ管理者および NGO へのアドバイス 

 5-3 保健省学校保健課（ﾆｱﾒ、ﾏﾗﾃﾞｨ） ・ ｿﾌｺﾝ管理者および NGO へのアドバイス 
・ 学校衛生にかかるノウハウの提示 

◎ 5-4 市役所（施設の維持管理担当者） ・ 研修への参加 
・ 学校施設の維持管理にかかる現状調査の支援

・ 施設の維持管理体制の構築に係るアドバイス

と支援 
・ COGES 維持管理担当への指導と支援 

◎ 5-5 現地設計コンサルタント（D/D および

施工監理） 
・ 研修への参加 
・ 学校施設の維持管理にかかる現状調査の支援

・ 施設の維持管理体制の構築に係るアドバイス

と支援 
・ 建設業者に対する指導 

◎ 5-6 建設業者（本件の落札業者） ・ 研修への参加 
・ COGES との連携 
・ NGO への定期報告 

 

（６）ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

１） ソフトコンポーネント管理責任者（本邦） 

本ソフトコンポーネント業務では、類似業務経験を有する現地 NGO を選定し、業務

を委託することになっているが、「ニ」国の現地 NGO の多くは、ドナーが実施管理す

るプロジェクトにおいて一部の業務を補助的に実施するに留まっている。このため、

ソフトコンポーネント管理責任者（本邦）には、現地 NGO を適宜指導し、ソフトコ

ンポーネント事業が本計画書に基づき円滑に運営されるよう常に進捗管理することが

求められる。また、啓発教材の作成や各学校で実施される研修などが本計画書に沿っ

て行われているかを検査確認するとともに、必要に応じて現地 NGO に対する技術指

導を的確に行える能力が求められる。以上のことを考慮して、管理責任者（本邦）を

選定することが望まれる。 

２）ＮＧＯ 

本ソフトコンポーネント計画書に基づき、ソフトコンポーネント事業を適切に実施

するためには、類似業務での経験が豊富な現地 NGO を選定し、業務の委託を行う必

要がある。また、ソフトコンポーネント事業の終了後にも住民主体により活動が継続

されるためには、ソフトコンポーネント実施期間中に少しでも質の高い研修やフォロ

ーアップ活動を提供していくことが重要である。この点を十分に踏まえ、現地 NGO

の選定方法を「ニ」国政府と協議のうえ、決定する必要がある。 
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本計画書を実施するに必要な現地 NGO の選定基準は、以下のとおりである。 

・ 過去 3 年間の決算書の提出が可能である。 
・ 銀行との良好な取引状態にある。 
・ 過去 3 年以内に日本、または他ドナー・国際機関から業務を受託した経験がある（推薦状があ

ることが望ましい）。 
・ 過去 3 年以内に類似業務での活動経験を行った実績がある（推薦状があることが望ましい）。

・ 教育省関係者との人的ネットワークがある。 
・ マラディ州において活動を行った実績がある。 
・ 技術プロジェクト“みんなの学校ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ”で開発されたモデル（ﾐﾆﾏﾑﾊﾟｯｹｰｼﾞ）を正しく理

解し、教材やモジュールの効果的な使用が可能である。 
・ 行政関係者向け研修において、高いレベルで「講師」を行った経験を有するスタッフが所属し

ている（推薦状があることが望ましい）。 
・ 住民向け啓発活動において、高いレベルで「ｱﾆﾒｰﾀｰ」を行った経験を有するスタッフが所属し

ている（推薦状があることが望ましい）。 
・ 住民向け、あるいは児童向けの啓発教材やガイドラインの作成に高いレベルで関った経験を有

するスタッフが所属している（推薦状があることが望ましい）。 
 
（７）ソフトコンポーネントの実施工程 

  ソフトコンポーネントは、マラディ州において教室建設を行う全学校を対象とし、建設

工事同様に 2 期に分けて実施する。 

  全体の実施工程を、以下に示す。 
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（８）ソフトコンポーネントの成果品 

  ソフトコンポーネントの成果品を、以下に示す。 

１） 現状調査結果 

・ 維持管理に対する「現状把握調査」結果報告書 

・ 各学校の「ベースライン調査」結果報告書 

２） 啓発教材類 

・ 建設業者向け啓発教材 

・ 維持管理研修用の啓発教材 

・ 学校衛生研修用の啓発教材 

３） 研修への出席者リスト 

・ 各学校の COGES メンバーリスト 

・ 建設業者向け説明会出席者リスト 

・ COGES 担当官向け研修の出席者リスト 

・ 校長向け研修の出席者リスト 

・ COGES 代表者向け研修の出席者リスト 

・ COGES 学校衛生担当向け研修の出席者リスト 

・ 各学校の学校衛生クラブの結成リスト 

・ COGES 代表者および維持管理担当者向け研修の出席者リスト 

４） 学校レベルでの活動成果 

・ 各学校の学校活動計画 

・ 各学校の協定書 

・ 各学校のモニタリングシート 

・ 各学校の学校活動計画 

５） 活動終了時 

・ 評価結果報告書 

・ 活動ガイドライン 
 

（９）ソフトコンポーネントの概算事業費 

  本ソフトコンポーネント計画を実施する場合に必要となる事業費の総額は 2,760 万円と

なり、日本と「ニ」国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、以下のように見積もられ

る。 
 
［日本側負担］ 

区分 第１期 第２期 合計 

調達代理機関経費 約 1,410 万円 約 1,410 万円 

現地 NGO 委託費 約 710 万円 
(31,666,415 FCFA) 

約 680 万円 
(30,625,515 FCFA) 

約 1,390 万円 
(62,292,230 FCFA) 

合 計   約 2,800 万円 
［ニジェール国側負担］ 

区分 第１期 第２期 合計 

教育省関係者に対する日当・

宿泊・交通費・謝金 
3,487,500 FCFA 3,543,500 FCFA 7,030,500 FCFA 
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（10）相手国実施機関の責務 

  本計画書では、ソフトコンポーネント終了時の目標として「学校施設の維持管理体制の

改善」と「衛生（トイレ）指導を実施するための体制の整備」を掲げている。つまり、ソ

フトコンポーネントの対象校において、実際に「学校施設の維持管理が行われ」、「トイ

レが生徒達により衛生的に利用される」ためにはソフトコンポーネント終了後も引き続き

活動を継続していくことが求められる。このため、「ニ」国実施機関に対しては事業の実

施期間中の協力を求めるとともに、事業の実施後においても継続的に活動を支援していく

ことが期待される。以下に「ニ」国実施機関に期待する主な責務を示す。 

 
・ 事業実施に関係する地方行政官（特に、県視学官事務所の COGES 担当官）が不在とな

っていないかを確認するとともに、適切な人材が配置されているかも再確認する。 
・ 事業実施期間中は可能な限り行政関係者が本計画に参加できるよう配慮し、現地 NGO

と協力して活動を行う。 
・ 「学校施設の維持管理に対する役割分担と連絡体制の確立（成果 1）」を目指すには、

特に行政側の協力が不可欠となる。このため、事業の開始前までに、現在の体制や規定

などを整理し、日本側への情報提供を積極的に行う。 
・ 成果品として残される啓発教材や活動カイドラインの内容を正確に把握・管理する担当

部署を定め、事業終了後も継続した支援ができるよう配慮する。 
・ 事業の終了後にも、最低年 3 回は COGES 担当官が対象校を訪問し、活動支援を行える

よう配慮する。 
・ 技プロ“みんなの学校プロジェクト”と協力し、今回対象としなかったザンデール州に

ついても、啓発教材の配布や活動ガイドラインの指導などの普及を行う。 
 
 



番号 資料名(仏) 資料名(和) 形態
オリジナル/

コピー
作成・発行機関(和) 発行時期(和)

1 Statistiques du Ministère de l'Education de
Base et de l'Alphabétisation 2004-2005

基礎教育識字省統計　2004-
2005

図書
データ

コピー
基礎教育識字省

調査計画局　統計・学校登録課
2005年9月

2
Programme Décennal de Développement
de l'Education (PDDE 2003-2013)
Composante Qualité

教育開発10ヵ年計画(2003-
2013)
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ：教育の質

データ
+図書

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 基礎教育識字省 2003年8月

3

Programme Décennal de Développement
de l'Education (PDDE 2003-2013)
Composante: Diagnostic, orientations,
objectifs et stratégies

教育開発10ヵ年計画(2003-
2013)
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ：調査、方針、目的及び
戦略

図書
データ

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 基礎教育識字省 2001年12月

4
Programme Décennal de Développement
de l'Education (PDDE 2003-2013)
Composante: Accès

教育開発10ヵ年計画(2003-
2013)
ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ：　教育へのｱｸｾｽ

図書
データ

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 基礎教育識字省 2003年8月

5
Programme Décennal de Développement
de l'Education (PDDE 2003-2013) Plan
d'actions

教育開発10ヵ年計画(2003-
2013)　行動計画

図書
データ

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 基礎教育識字省 2003年8月

6
Manuel d'exécution du Programme Dé
cennal de Développement de l'Education
de Base (PDDE) version 2003-2004

教育開発10ヵ年計画(2003-
2013)　実施ﾏﾆｭｱﾙ2003-2004年
度版

データ - 基礎教育識字省
中高等教育・研究・技術省

2004年2月

7 Rapport de rentré scolaire 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育識字局

ｱｷﾞｴ視学官事務所
2005年12月

8 Rapport de rentré 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育識字局

ﾀﾞｺﾛ視学官事務所
2005年12月

9 Rapport de rentré 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育識字局
ｷﾞﾀﾞﾝﾙﾝｼﾞ視学官事務所

2005年12月

10 Rapport de rentré scolaire 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育識字局

ﾃﾋﾞﾘｰｺﾞﾋﾞｰﾙ基礎教育視学官事
務所

2005年12月

11 Rapport de rentré scolaire 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育識字局
ﾏﾀﾞﾙﾅ視学官事務所

2005年12月

12 Rapport de rentré 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育識字局

ﾏﾗﾃﾞｨ都市地区視学官事務所
2005年12月

13 Rapport de rentré 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育識字局

ﾏﾔﾋ視学官事務所
2005年12月

14 Rapport de rentré 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育局
ﾃｻｳｱ視学官事務所

2005年12月

15 Rapport de rentré 2005-2006 年間報告書(2005-2006、新学期) 図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ州基礎教育識字局

ﾏﾗﾃﾞｨ・ﾌﾗﾝｺ/ｱﾗﾌﾞ視学官事務所
2005年12月

16

Programme Décennal de Développement
de l'Education (PDDE)
Programme des activités de la Région de
Maradi au titre de l'an 4 (octobre 2006 -
septembre 2007)

教育開発10ヵ年計画

PDDE4年次マラディ州活動計画

(2006年10月～2007年9月)
図書 コピー

ﾏﾗﾃﾞｨ州
基礎教育識字局

2006年6月

17

Dossier d'Appel d'offres
APPEL D'OFFRES N°: 06 017 NIG/016
Projet NIG/016-PRADEB-Programme ré
gional d'Appui au Développement de
l'Education de Base à Dosso
Construction d'écoles et de collège ruraux

入札図書　工事契約
入札番号：06　017/NIG016
ﾄﾞｯｿ県基礎教育開発支援地域ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ
小学校・中学校建設

図書 コピー
ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ協会

基礎教育開発支援地域ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
2005年

18 idem (Cahier des Plans) 同上(設計図) 図書 コピー -

19

Accord Général de Coopération entre le
Gouvernement du Grand-Duché de
Luxembourg et le Gouvernement de la Ré
publique du Niger

ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ公国及びﾆｼﾞｪｰﾙ共和
国政府間協力に関する一般協定
書

図書 コピー
ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ公国政府

及びﾆｼﾞｪｰﾙ共和国政府
2002年12月

20 Arrêté N° 041/05/GV/DRDA/DREBA/DO
(入札評価委員会の構成メンバーについての布告)

布告
No.041/05/GV/DRDA/DREBA/DO 図書 コピー ﾄﾞｯｿ州ﾄﾞｯｿ総督府 2006年10月

21

Terme de Référence (TDR) NIG/016 N° 06
038 Suivi et contrôle des travaux de
Contruction de 5 collèges ruraux et de 21
écoles primaires (Suivi et contrôle des
travaux relatifs à l'AOO BIG/016 06 017

業務詳細(TOR)
資金提供：ルクセンブルク
施主：ドッソ州基礎教育識字省
事業主：ﾄﾞｯｿ州都市住居地籍調
査局
事業主代表：監理建築士：
Cabinet　ASPAU

図書 コピー
ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ協会

基礎教育開発支援地域
2006年2～3月

22 Département de la Région de Dosso ドッソ州地図(ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ協会ﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄ実施ｻｲﾄ) 地図 コピー
ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ協会

基礎教育開発支援地域ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
-
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23 Organigramme des projets NIG/015 et
NIG/016 Lux Développement

ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ協会　NIG/015及び

NIG/016ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける関係機

関相関図(組織図)
図書 コピー

ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ協会
基礎教育開発支援地域ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

-

24

Documents Graphiques
Fonds d'Investisseme des Collectivités Dé
centralisées (FICOD)  Plan d'architectes,
plan d'exécution, plan d'électricité, détails

設計図
地方自治体投資基金(FICOD)
建築図、実施設計図、電気図、詳
細図

図書
(設計図) コピー

地方自治体投資基金(FICOD)
ARCA建築設計事務所

-

25

Dossier d'appel d'offres par compétition
ouverte avec publication nationale
Construction et équipement de deux
classes à Agoor (INGALL)
NIGETIP

入札図書
国内公示による公開競争入札
ｱｺﾞｰﾙ(ｲﾝｶﾞﾙ)における2教室建
設及び機材調達に係る施工業者
対象入札
(施主：受益する地方自治体

施主代理：NIGETIP
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：ETAG　SARL
資金提供：FICOD)

図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ NIGETIP 2005年2月

26

Documents Graphiques
Projet Education de Base I Phase II
Construction de 450 salles de classe et
230 latrines dans les Ecoles Publiques des
Deux Régions de Maradi et de Zinder

設計図
基礎教育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ第二ﾌｪｰｽﾞ
ﾏﾗﾃﾞｨ・ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州の公立学校に
おける450教室建設、230便所棟
建設計画

図書
(設計図) コピー

CES-Consulting Engineers
Salzgitter GmbH 建築設計事務

所

2004年12月

27 Rapport de rentrée scolaire 2005-2006 年間報告書
(2005-2006、新学期) 図書 コピー

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州
ﾀﾇｩ視学官事務所

-

28 Rapport de rentrée 2005-2006 年間報告書
(2005-2006、新学期) 図書 コピー

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州基礎教育識字局
ﾐﾘﾔ視学官事務所

-

29 Rapport de rentrée 2005-2006 年間報告書
(2005-2006、新学期) 図書 コピー

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州
ﾏｶﾞﾘｱ視学官事務所

-

30 Rapport de rentrée 2005-2006 年間報告書
(2005-2006、新学期) 図書 コピー

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州基礎教育識字局
ﾌﾗﾝｺ-ｱﾗﾌﾞ視学官事務所

-

31 Rapport de rentrée 2005-2006 年間報告書
(2005-2006、新学期) 図書 コピー

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州基礎教育識字局
ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ都市部視学官事務所

-

32 Rapport de rentrée 2005-2006 年間報告書
(2005-2006、新学期) 図書 コピー

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州基礎教育識字局
ゴゥレ視学官事務所

-

33 Rapport de rentrée 2005-2006 年間報告書
(2005-2006、新学期) 図書 コピー

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州
ﾏﾀﾒｲﾔ視学官事務所

-

34 Synthèse des Rapports de rentrée 年間報告書総論
(2005-2006、新学期) 図書 コピー

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州基礎教育識字局
調査計画課

-

35 Doosier d'Appel d'Offres 2005/2006 入札図書
(価格札書式、入札書式等) データ - 基礎教育識字省、

CES(ﾄﾞｲﾂｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） -

36 Planning des travaux actualisé 施工計画改訂版 データ -
CES-Consulting Engineers

Salzgitter GmbH
建築設計事務所

2006年5月

37 Bureau d'étude allemand offres financière CES入札価格札項目 データ -
CES-Consulting Engineers

Salzgitter GmbH
建築設計事務所

2003年

38 Liste des entreprises 施工業者ﾘｽﾄ データ -
CES-Consulting Engineers

Salzgitter GmbH
建築設計事務所

2006年6月

39 Situation des travaux 工事進捗状況 データ -
CES-Consulting Engineers

Salzgitter GmbH
建築設計事務所

2006年6月

40 Renseignements sur les écoles 学校情報（教室数、教員数、生徒
数、視学官事務所からの距離）

図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ都市部視学官事務所 2006年4月

41 Renseignements sur les écoles 学校情報（教室数､教員数､生徒
数､視学官事務所からの距離）

図書 コピー ｸﾞﾚ視学官事務所 2006年4月

42 Renseignements sur les écoles 学校情報（教室数､教員数､生徒
数､視学官事務所からの距離）

図書 コピー ﾏｶﾞﾘｱ視学官事務所 2006年4月

43 Renseignements sur les écoles 学校情報（教室数､教員数､生徒
数､視学官事務所からの距離）

図書 コピー ﾐﾘﾔ視学官事務所 2006年4月

44 Renseignements sur les écoles 学校情報（教室数､教員数､生徒
数､視学官事務所からの距離）

図書 コピー ﾏﾀﾒｲﾔ視学官事務所 2006年4月

45 Renseignements sur les écoles 学校情報（教室数､教員数､生徒
数､視学官事務所からの距離）

図書 コピー ﾀﾆｩﾄ視学官事務所 2006年4月

46 Organigramme de la DREBA de Zinder ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州基礎教育識字局組織図 図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州基礎教育識字局 -

47
Annexe I :Latrine VIP 4 postes et 3 postes
Annexe II : TCM (toilette à chasse
manuelle)

別添I　便所棟図面

別添II　手動式水洗便所
図書 コピー Aide et Action -

資 - 99



48

Dossier d'appel d'offres AOO/NIGA/06/002
Travaux de construction de 172 salles de
classe à structures métalliques type
PADEB et de 119 latrines sèches dans les
Régions d'Agadez, de Maradi, de Thaoua
et de Zinder

入札図書　ｱｶﾞﾃﾞｨｽ、ﾏﾗﾃﾞｨ、ﾀｳｱ
及びｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州におけるPADEB
式鉄骨建築172教室及び119便
所の建設工事
AOO/NIGA/06/002
入札公示/入札指示書/一般条項/特別条項/
工事概要/教室建設概要/便所棟建設概要/教
室図面/便所棟図面/教室価格見積書/便所棟

単価見積書/便所棟価格見積書

図書 コピー

UNICEF/基礎教育識字省

教育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ局(DPE)
ｲﾝﾌﾗ整備局(DIES)

2006年3月

49 Cahier des prescriptions techniques (CPT)
Mobilier scolaire 技術仕様書　学校用家具 図書 コピー

CiaG
ｽｲｽ協力公社ﾆｼﾞｪｰﾙ事務所
ﾏﾗﾃﾞｨ地域投資支援基金

2006年4月

収集資料リスト（教育計画）

番号 資料名(仏) 資料名(和) 形態
オリジナル/

コピー
作成・発行機関(和) 発行時期(和)

1
Liste des 100 villages retenus dans le
cadre de la construction des latrines du
PHAS

PHASﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ対象100か村ﾘｽﾄ 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ Aide et Action 2006年11月

2 Liste des écoles appuyées par les
projets/agence JICA (EPT) JICA「みんなの学校」対象校ﾘｽﾄ 図書 コピー Ecole pour Tous 2006年6月

3 Frais de déplacement pour le suivi des
COGES (O/R) octobre 2005

2005年10月COGES巡回指導員
移動費

図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙDREBA -

4 Plan d'Action du COGES COGES学校活動計画 図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙDREBA 2005年

5

Situtation de la Mise en Place Dé
mocratique des Bureau APE et COGES de
la Région de Zinder (17 mai au 14 juin
2006)

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州APE/COGES事務局

民主的設立状況（2006年5月17
日～6月14日）

図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙDREBA -

6

Situation de la formation des directeurs
d'Ecole en processus de mise en place
démocratique des Bureau APE et COGES
de la Region de Zinder du 03 au 17 mai
2006

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州民主的APE/COGES
事務局設立のための校長研修実
施状況
（2006年15月3～17日）

図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙDREBA -

7 Politique de gestion décentralisée des
Ecoles : Les COGES

学校の地方分権化運営政策：
COGES 図書 コピー 基礎教育識字省 -

8
Portant création, composition et
fonctionnement des Comités de Gestion
des Etablissements Scolaires (COGES)

COGES設立・構成に関する告示 図書 コピー 基礎教育識字省 -

9
Modifiant et complétant l'Arrête: portant cré
ation, composition et fonctionnement des
COGES

COGES設立・構成・機能に関す
る告示

図書 コピー 基礎教育識字省 -

10 Rapport de Reunion mensuelle point
focal/COGES observateur relais des IEB

COGESﾌｫｰｶﾙﾎﾟｲﾝﾄ・監視仲介
会議報告書（月報）

図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙDREBA 2005年
2006年

11 Rapport de mission de suivi des activités
des observateurs relais des l'IEB COGES活動支援ﾚﾎﾟｰﾄ（月報） 図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙDREBA 2005年

2006年

12 Situation des Ecoles de l'Ex projet
COSAGE

COSAGE（ﾄﾞｯｿ･ﾀｳｱ県ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰ
ﾈﾝﾄ計画）対象校における学校計
画状況

図書 - ﾄﾞｯｿ・ｶﾞﾔ県視学官事務所 2006年

13 Situation des Ecoles de l'Ex projet
COSAGE

COSAGE（ﾄﾞｯｿ･ﾀｳｱ県ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰ
ﾈﾝﾄ計画）対象校における学校計
画状況

図書 コピー ﾄﾞｯｿ・ﾎﾞﾎﾞｲ県視学官事務所 -

14 Manuel d'Execution de la PADEB PADEB実施ﾏﾆｭｱﾙ 図書 コピー
基礎教育識字省

（PADEB/世界銀行）
2003年7月

15 Programme d'Activités, DREBA Zinder,
2005

2005年ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州

PADEB活動計画
図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙDREBA/PADEB本部 2005年5月

16 Programmation, DREBA Maradi, 2004 2004年ﾏﾗﾃﾞｨ州PADEB活動計画 図書 コピー ﾏﾗﾃﾞｨDREBA/PADEB本部 2004年3月

17 Programme d'Activités, DREBA Maradi,
2005 2005年ﾏﾗﾃﾞｨ州PADEB活動計画 図書 コピー ﾏﾗﾃﾞｨDREBA/PADEB本部 2005年6月

18 Brève Présentation de l'ONG Karkara NGO Karkara 概要 図書 コピー NGO Karkara -

19
Liste des organismes, programmes, projet
et ONG intervenant dans le secteur de
l'Education de la Region de Maradi

ﾏﾗﾃﾞｨ州において教育分野で介入
している機関、計画、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、
NGOﾘｽﾄ

図書 コピー ﾏﾗﾃﾞｨDREBA 2005年11月

20
Constats et recommandation à la Revue
conjointe préparés par le Groupe Thé
matique COGES

COGESに関する共同学習会議
事録

図書 コピー UNICEF 2006年

21 Scolarisation des filles 女子就学に関する取り組み資料 図書 コピー UNICEF -

22 Groupe Thématique "Environnement de
l'Ecole"

学校環境に関する共同学習会議
事録

図書 コピー UNICEF -

資 - 100



23
Note d'Engagement Communautaire pour
la Construction de Classe à Structure Mé
tallique

メタリック教室建設に係るコミュニ
ティとの協定書

図書 コピー UNICEF -

24 Liste d'Ecole, Maradi ﾏﾗﾃﾞｨ州視学官事務所別管轄小
学校ﾘｽﾄ

図書 コピー ﾏﾗﾃﾞｨDREBA 2006年6月

25 Synthèse des rapports de rentrée, 2005-6,
Zinder

ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ州2005－6年度学年始
報告書

図書 コピー ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙDREBA -

26 Rapport de fin d'année scolaire (2003-4,
2004-5, 2005-6/rentrée)

各県学年末報告書
（教育統計ﾃﾞｰﾀ）

図書 コピー
ﾏﾗﾃﾞｨ・ｻﾞﾝﾃﾞｰﾙ
各視学官事務所

-

27

Revue Conjointe du gouvernement de
la République de Niger et des partenaire
techniques et financier du secteur de
l'Education (Niamey, 14-6 juin 2006)

2006年6月14－6日
教育分野ドナー会議議事録

図書 コピー 基礎教育識字省 2006年6月

28

Portant missions, et composition des
Services déconcentrés du Ministère de
l'Education de Base 1 et de l'Alphabé
tisation

基礎教育識字省地方分権化に関
する告示

図書 コピー 基礎教育識字省 1998年6月

29 Recensement scolaire 2005-6 教育統計調査用記入用紙 図書 コピー 基礎教育識字省 -

30 Portant orientation du système éducatif
nigérien 教育ｼｽﾃﾑに関する告示 図書 コピー 基礎教育識字省 2006年6月

31
Internalisation du programme décennal de
dévéloppement de l'Education (PDDE
2003-2012), Manuel de Reference

教育10カ年計画 実施要項 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 基礎教育識字省 2005年8月

32
Internalisation du programme décennal de
dévéloppement de l'Education,
Composante: accès

教育10カ年計画 ：ｱｸｾｽ 図書 コピー 基礎教育識字省 2003年8月

33
Internalisation du programme décennal de
dévéloppement de l'Education, Diagnostic,
orientations, objectifs et stratégies

教育10カ年計画 ：診断・方向性・
目的・戦略

図書 コピー 基礎教育識字省 2001年12月

34
Internalisation du programme décennal de
dévéloppement de l'Education,
Composante: qualité

教育10カ年計画 ：質 図書 コピー 基礎教育識字省 2003年8月

35

Module de formation en technique de
communication pour la mobilisation des
communautés en faveur de la scolarisation
des filles à l'intention des encadreurs pé
dagogiques et points focaux SCOFI

女子就学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施担当者
（IEB)のためのｺﾐｭﾆﾃｨｱﾌﾟﾛｰﾁに
関する技術研修ﾓｼﾞｭｰﾙ

図書 コピー
基礎教育識字省

（PADEB/世界銀行）
2006年3月

36 Module de formation des encadreurs
pedagogiques en approche genre

教育の枠組みにおけるｼﾞｪﾝﾀﾞｰｱ
ﾌﾟﾛｰﾁに関する研修ﾓｼﾞｭｰﾙ

図書 コピー
基礎教育識字省

（PADEB/世界銀行）
2005年3月

37 Guide unique de gestion des manuels
scolaires à l'usage des COGES

COGESを通した教科書運営に関
するｶﾞｲﾄﾞ

図書 コピー
基礎教育識字省

（PADEB/世界銀行）
-

38

Guide de formation des membres des
COGES en méthodologie de recherche-
action en vue de l'elaboration et la mise en
œuvre des plans d'action locaux pour
promouvoir la scolarisation des filles

女子就学向上のための地域計画
策定のための分析・ｱｸｼｮﾝ手法に
関するCOGES研修ｶﾞｲﾄﾞ

図書 コピー
基礎教育識字省

（PADEB/世界銀行）
2006年3月

39 Manuel d'Entretien des infrastructures
scolaires 学校施設管理ﾏﾆｭｱﾙ 図書 コピー KfW 2004年7月

40 Guide du Maître: Education Sanitaire 学校衛生に関する教員ｶﾞｲﾄﾞ 図書 コピー JOCV ﾄﾞｯｿ学校保健ﾁｰﾑ派遣 2005年9月

41 Guide du Maître: Education Sanitaire,
Série d'Image

学校衛生に関する教員ｶﾞｲﾄﾞ/ｲﾒｰ
ｼﾞ集

図書 コピー
JOCV

ﾄﾞｯｿ学校保健ﾁｰﾑ派遣
2005年9月

42 Manuel de formation, modules 1/2/3 学校建設・修復ﾏﾆｭｱﾙ 図書 コピー Cooperation Canadien 2004年2月

43 Acquisition des biens et services selon La
methodes de consultation de fournisseurs 学校必需品購入のための手引書 図書 コピー ﾏﾗﾃﾞｨDREBA -

44
Atelier de formation des points focax
coges de la DREB/A de Maradi à
l'elaboration du plan d'action de l'école

学校計画策定に関するﾏﾗﾃﾞｨ州
DREBAのCOGES担当者研修の
ためのｱﾄﾘｴ

図書 コピー ﾏﾗﾃﾞｨDREBA -

45 Guide d'animation et de formation des
APE et des COGES

APEならびにCOGES研修
ならびに指導ｶﾞｲﾄﾞ

図書 コピー
基礎教育識字省

（PADEB/世界銀行）
2004年4月

46 Modules de formation en genre et
hygiène / assainissement ｼﾞｪﾝﾀﾞｰと衛生ﾓｼﾞｭｰﾙ 図書 コピー Aide et Action 2006年1月

47 Module de formation relais communautaire
(PHAS)

学校衛生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(PHAS)
ｱﾆﾒｰﾀｰ研修ﾓｼﾞｭｰﾙ

図書 コピー Aide et Action 2006年5月
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